






















































































































































による変奏曲 ジョン・ブル作曲 王の狩（17 世紀初め）、そしてもっ
ともチェンバロらしい作品として ヨハン・ゼバスチャン・バッハ作曲
半音階的幻想曲とフーガ をとりあげることとした。
月から
月中旬にか
けて
耳で知る歴史、チェンバロを聴こう！」の授業実施。２回開講 藤戸台小
学校
【取り組みの成果（アンケート調査をもとに）】
ワークシートの最後には、「一番心に残った曲はなにかな？演奏を聴いて思ったことを書こ
う。」と問いかけた。
○バッハ作曲「半音階的幻想曲とフーガ」が多くの児童にとって大変印象的だったようである。
「迫力があった」、「リズムがかっこいい」、「感情の変化がすごかった」、「強弱があった」、「とい
った感想とともに、曲の構成により深く言及した「明るく楽しい部分と悲しい部分とがあって面
白い曲だった」、「リズムが変化していくのがおもしろかった」といった曲の構成についての感想
も散見された。
○上記バッハ派が多数を占める一方で、ピアノの音色との比較から既知の作品であるペツォール
ト作曲のメヌエットを選んでいる児童も少数いた。
○少数派ではあったが、アンコールに演奏したフランソワ・クープラン作曲「神秘のバリケード」
を「とってもお洒落、ほんとうにパリみたい」とお気に入りに選んでいた児童がいた。
○織田信長や豊臣秀吉がチェンバロを聴いていたなんて「衝撃的」との感想を書いた児童が相当
数いた。
○チェンバロの音が綺麗、という感想も相当数あった。
○チェンバロの音を弦楽器にたとえる感想が少なからず見受けられた。授業内ではこの点に触れ
ていなかったことから、優れた感性であると考えられる。
○「強弱がついていて云々」の感想が複数見られた。この場合、授業内ではチェンバロの特性と
して強弱のつかない楽器であること、そのため音の長短のさじ加減で演奏表現をすることを説明
していたことから、それでも「強弱がつく」と判断していると考えられ、興味深い。音の長短の
さじ加減は人の耳には強弱として捉えられるという、音楽の本質をつく感想といえる。
○ピアノと比較して鍵盤が軽く驚いたといった感想も見られた。
○定番の感想といえるが、黒白逆転した鍵盤に関する言及は多々見られた。
【今後の課題】
○授業終了までの感想を記述する時間が短かったこともあるが、やや淡白な感想が多かった。次
回は文章にまとめる時間を授業時間外に設けることも検討するべきである。
○今回は藤戸台小学校という和歌山大学と隣接している学校での実践であり、また共同研究者
の高木視帆先生はチェンバロの搬入搬出およびチューニングに関して深く理解されている方で
あったことから、前述に関する障害は起こらなかった。しかし今後、この鑑賞教室を他校にお
いても実践していくためには、搬入の時間帯と鑑賞教室の開始時間の打合わせ、チューニング
時間の確保、チューニングのための静穏な環境の確保といったことへの実践先への理解が求め
られるであろう。
